
審査意見への対応を記載した書類（８月） 

（目次）薬学部 薬学科 

１． 学位の英語名称を「Wakayama-Pharm.D.」としているが、地域名称を付す

ことや、臨床実務を前提とした職能学位である「Pharm.D.」を学位名称とす

ることは国際通用性に疑義があるため、学位の英語名称について適切に改め

ること。（是正事項）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

２． 本学科では「130 単位を超える単位数を 4 年次までに取得する必要があ

るため、履修科目の年間上限登録（CAP 制）は設けない。」とのことである

が、学生がより深い理解を得るための十分な学修時間を確保することに資す

るよう、履修科目の年間登録上限を設けることが望ましい。（改善事項）・２ 

３． 授業科目の評価方法について、以下の点が不明確であることから、明確

に説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。（是正事項） 

（１）学修成果の評価方法について明確な方針の記載がなく、カリキュラム・

ポリシーにも定められていないことから、適切に改めること。・・・・・３ 

（２）シラバスに記載されている評価方法について、以下の例のように不適

切と思われる科目が散見されるので、全体について見直し、適切に改めるこ

と。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 

・「事前学習Ⅱ」は評価方法が不明確。 

・「病院・薬局実習」は評価方法の割合が記載されていない。 

・「特別実習Ⅰ」は総研究時間が評価対象となっている。 

・「英語ⅠA」は中間試験を実施するにも関わらず、評価方法に含めていない。 

・「英語ⅠA」は一部ルーブリック評価であるが、学生の自己・相互評価とな

っている。 

（３）シラバスの評価時期・評価方法・評価基準の記載項目が科目ごとに異

なっており、整合性を欠くことから、記載項目を統一すること。・・・・32



（是正事項）薬学部 薬学科 

１．学位の英語名称を「Wakayama-Pharm.D.」としているが、地域名称を付す

ことや、臨床実務を前提とした職能学位である「Pharm.D.」を学位名称とする

ことは国際通用性に疑義があるため、学位の英語名称について適切に改める

こと。 

 

（対応） 

 審査意見を踏まえ、国際通用性の観点から検討した結果、学位の英語名称を

「Bachelor of Pharmacy」に改める。 

 

（新旧対照表）基本計画書（１ページ） 

旧 新 

  

学位または称号 

学士（薬学） 

[Wakayama-Pharm.D.] 
 

  

学位または称号 

学士（薬学） 

[Bachelor of Pharmacy] 

  

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（６ページ） 

旧 新 

英語名称については以下のとおりと

する。 

学部名 薬学部 

School of Pharmaceutical Sciences 

学科名 薬学科 

Division of Pharmacy 

学 位 学士（薬学） 

Wakayama-Pharm.D. 

英語名称については以下のとおりと

する。 

学部名 薬学部 

School of Pharmaceutical Sciences 

学科名 薬学科 

Division of Pharmacy 

学 位 学士（薬学） 

Bachelor of Pharmacy 

 

  

1



（改善事項）薬学部 薬学科 

２．本学科では「130単位を超える単位数を 4年次までに取得する必要がある

ため、履修科目の年間上限登録（CAP制）は設けない。」とのことであるが、学

生がより深い理解を得るための十分な学修時間を確保することに資するよ

う、履修科目の年間登録上限を設けることが望ましい。 

 

（対応） 

審査意見を踏まえ、人文社会系科目、専門科目の選択科目を履修するにあた

り自学自習時間の確保を考慮し、年間 44単位の年間登録上限（CAP制）を設け

ることとした。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（19ページ） 

旧 新 

3 卒業要件 

（中略） 

また、授業科目の 3 割は大学独自の授

業科目により構成され、残りの 7 割は

薬学教育モデル・コアカリキュラムの

一般目標を全て網羅するカリキュラ

ムとなっている。大半が必修科目であ

り、5 年次と 6 年次は、実務実習と特

別実習が主となることから、130 単位

を超える単位数を 4 年次までに取得

する必要があるため、履修科目の年間

登録上限（CAP 制）は設けない。 

（以下略） 

4 卒業要件 

(中略)  

また、授業科目の 3 割は大学独自の授

業科目により構成され、残りの 7 割は

薬学教育モデル・コアカリキュラムの

一般目標を全て網羅するカリキュラ

ムとなっている。大半が必修科目とな

るが、人文社会系科目、専門科目の選

択科目を履修するにあたり、自学自習

時間の確保を考慮し、年間 44 単位の

年間登録上限（CAP制）を設ける。 

（以下略） 
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（是正事項）薬学部 薬学科 

３．授業科目の評価方法について、以下の点が不明確であることから、明確に

説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。 

（１）学修成果の評価方法について明確な方針の記載がなく、カリキュラム・

ポリシーにも定められていないことから、適切に改めること。 

 

（対応） 

学修成果の評価方法について、カリキュラム・ポリシーに定めていなかった

ことから、カリキュラム・ポリシーに評価方法・評価基準を定めてシラバスに

明記する旨を記載した。また、設置の趣旨の「⑥教育方法、履修指導方法及び

卒業要件」に「2学修成果の評価方法」の項目を新たに設け、評価方法・評価

基準を定めてシラバスに明記する旨に加えてすべての授業の始講日に学生にシ

ラバスを配布し、授業内容、成績評価法・評価基準等を説明する旨を記載し

た。 

 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（７ページ） 

旧 新 

 

 

和歌山県立医科大学薬学部

は以下の教育を通じて社会に

貢献できる医療人を育成する。 

(1) 略 

(2) 略 

(3) 略 

(4) 略 

(5) 略 

(6) 略 

 

全ての開講科目について、そ

れぞれの学習目標の到達度を

適正に評価するための方法及

び基準を定め、これをシラバス

に明記して学生に周知し、学修

成果を厳格かつ公正に評価す

る。 

 

和歌山県立医科大学薬学部

は以下の教育を通じて社会に

貢献できる医療人を育成する。 

(1) 略 

(2) 略 

(3) 略 

(4) 略 

(5) 略 

(6) 略 
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（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類（18ページ） 

旧 新 

【新規】 2 学修成果の評価方法 

  全ての開講科目について、それぞ

れの学習目標の到達度を適正に評

価するための方法及び基準を定め、

これをシラバスに明記して学生に

周知し、学修成果を厳格かつ公正に

評価する（カリキュラム・ポリシ

ー）。特に、知識だけではなく学部教

育においてさらなる高度化を図る

べき技能や思考力・判断力・表現力、

協働して学ぶ態度の修得・醸成を行

う演習科目や実習科目、さらにはヒ

ューマニズム教育科目、長期課題研

究等については、科目の学習目標や

修得すべき資質・能力に合わせた適

正な学修成果の評価を行う。 

  さらに科目担当教員はすべての

授業の始講日に学生にシラバスを

配布し、授業内容、成績評価法・評

価基準等を説明する。成績評価は、

５段階成績評価【S（95 点以上）、A

（80点以上 95点未満）、B（70点以

上 80点未満）、C（60 点以上 70点未

満）、D（60 点未満）】により行うこ

ととする。 
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（是正事項）薬学部 薬学科 

 

（対応） 

シラバスに記載している評価方法について、指摘のあった科目も含め、全科目

について確認を行ったところ、他の科目においても不適切と思われる科目が見

つかった。審査意見を受けて、評価方法について、中間試験（●●％）、期末試

験（●●％）等明確に記載し、総研究時間など評価の対象とならない項目につい

ては評価対象から除いた。シラバスに記載している評価方法を改めた科目及び

改めた内容は以下の通りである。 

 

科目名 評価方法（旧） 評価方法（新） 

事前学習Ⅱ 各項目において実技によ

る合否判定。 

本科目は臨床実習に臨む

医療人，社会人の姿勢を

考慮した授業であること

から，正当な理由なく欠

席した場合は単位を認め

ない。 

ルーブリック（80％） 

最終試験（20%） 

病院・薬局実習 【評価者 1】薬局病院指導

薬剤師による形成的評価

は実習を通して継続的に

行われる。 

【評価者 2】実習訪問担当

教員によるルーブリック

を用いた評価を行う。 

ルーブリック（100％） 

３．授業科目の評価方法について、以下の点が不明確であることから、明確に

説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。 

（２）シラバスに記載されている評価方法について、以下の例のように不適切

と思われる科目が散見されるので、全体について見直し、適切に改めること。 

・「事前学習Ⅱ」は評価方法が不明確。 

・「病院・薬局実習」は評価方法の割合が記載されていない。 

・「特別実習Ⅰ」は総研究時間が評価対象となっている。 

・「英語ⅠA」は中間試験を実施するにも関わらず、評価方法に含めていない。 

・「英語ⅠA」は一部ルーブリック評価であるが、学生の自己・相互評価となっ

ている。 
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【ルーブリック】実務実

習指導・管理システムに

実装されるものを用い

る。 

【出席】本実習は臨床（実

務）における医療人，社会

人の姿勢が問われる。正

当な理由なく欠席・遅刻

した場合は実習を中断す

ることがある。正当な理

由がある欠席・遅刻にお

いても，指導薬剤師と協

議し，その評価によって

は補講を科す。 

特別実習Ⅰ 指導教員による総研究時

間の確認（50％）、指導教

員による原著論文輪読セ

ミ ナ ー の 観 察 記 録

（25％）、指導教員による

中間報告質疑応答の観察

記録（25％）による合否判

定 

指導教員による原著論文

輪読セミナーの観察記録

（50％） 

指導教員による中間報告

質 疑 応 答 の 観 察 記 録

（50％） 

英語ⅠA 期末試験 80％、ルーブリ

ック（自己評価及び相互

評価）20％ 

授業への出席が 2/3 未満

の場合、単位を与えない。 

総評価の 60％以上で合格 

中間試験（30%） 

期末試験（50%） 

ルーブリック（20％） 

英語ⅠB 期末試験 100% 

授業への出席が 2/3 未満

の場合、単位を与えない。 

総評価の 60％以上で合格 

中間試験（40%） 

期末試験（60％） 

情報基礎 期 末 試 験  論 述 試 験 

100％ 

期末試験（100％） 

基礎物理学 期末試験 100% 

期末試験（多肢選択・正誤

期末試験（100%） 
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判定・穴埋め・論述試験）

100 点満点中 60 点以上で

単位取得。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

有機化学 期末試験（論述試験）100% 期末試験（100%） 

有機化学演習 授業中に行う個人演習

（客観試験）20% 

授業中に行うチーム演習

（客観試験、論述試験）

30% 

演習時の観察記録（教員

による観察およびピア評

価）20% 

期末試験（客観試験、論述

試験）30% 

授業中に行う個人演習

（20%） 

授業中に行うチーム演習

（30%） 

演習時の観察記録（20%） 

期末試験（30%） 

生物学 期末試験（論述試験）100

点。評価は期末までに授

業担当者が行う。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

期末試験（100%） 

ケア・マインド教育 I 講演の聴講およびグルー

プワークの姿勢に関する

教員の観察記録およびグ

ループワークにおけるピ

ア評価（60%）、レポート・

プロダクトの評価（30%）、

発表会でのプレゼンテー

ション（10%） 

講演の聴講およびグルー

プワークの姿勢に関する

教員の観察記録およびグ

ループワークにおけるピ

ア評価（60%） 

レポート・プロダクトの

評価（30%） 

発表会でのプレゼンテー

ション（10%） 

英語ⅡA 定期試験 80％、ルーブリ

ック（自己評価及び相互

評価）20％ 

授業への出席が 2/3 未満

中間試験（30%） 

期末試験（50%） 

ルーブリック（20%） 
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の場合、単位を与えない。 

総評価の 60％以上で合格 

英語ⅡB 学期の途中で提出する課

題 50%( ア ウ ト ラ イ ン

(20%)、草稿(30%)) 

学期末に提出する完成原

稿 50% 

授業への出席が 2/3 未満

の場合、単位を与えない。 

全ての課題を提出するこ

とが単位取得の必須条件

である。 

総評価の 60％以上で合格 

学期の途中で提出する課

題（50%（アウトライン

20%、草稿 30%)) 

学期末に提出する完成原

稿（50%） 

情報基礎演習 個人レポート 100％ 個人レポート（100%） 

無機化学 期末試験（論述試験）100% 期末試験（100%） 

ケア・マインド教育Ⅱ 期末までに授業担当者が

行う。 

プ ロ ダ ク ト と 発 表

（80％），同僚評価（20％） 

授業への出席が 3/4 未満

の場合，単位を与えない。 

単位修得基準 

プロダクトと発表、同僚

評価を合わせて 60％以上

で単位修得とする。 

プロダクトと発表（80％） 

同僚評価（20％） 

薬学英語 I 講義中に実施する小テス

ト 40％および期末試験

60％。 

評価は期末までに授業担

当者が行う。 

 

単位修得基準 

小テスト，期末試験を合

わせた 100点満点中 60点

以上で合格とする。 

講義中に実施する小テス

ト（40%） 

期末試験（60%） 

薬学英語Ⅱ 講義中に実施する小テス 講義中に実施する小テス
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ト 40％および期末試験

60％。 

評価は期末までに授業担

当者が行う。 

 

単位修得基準 

小テスト，期末試験を合

わせた 100点満点中 60点

以上で合格とする。 

ト（40%） 

期末試験（60%） 

薬学英語Ⅲ 講義中に実施する小テス

ト 40％及び期末 試験

60％。 

評価は期末までに授業担

当者が行う。 

 

単位修得基準 

小テスト、期末試験を合

わせた 100点満点中 60点

以上で合格とする。 

講義中に実施する小テス

ト（40%） 

期末試験（60%） 

薬学入門Ⅰ プロダクト評価（40%）、発

表時の観察記録（30％）、

グループワークの観察記

録（30％、教員による評価

とピア評価を含む） 

本科目は参加型の学習で

あり、出席を前提とした

教育方略・評価を行う。従

って、正当な理由なく欠

席した場合は、単位を認

めない。 

プロダクト評価（40%） 

発表時の観察記録（30％） 

グループワークの観察記

録（30％、教員による評価

とピア評価を含む） 

薬学入門Ⅰ（早期体験

学習Ⅰ） 

観察記録（40%）、レポート

（40%）、プロダクト（20%） 

本科目は参加型の学習で

あり、出席を前提とした

教育方略・評価を行う。従

って、正当な理由なく欠

観察記録（40%） 

レポート（40%） 

プロダクト（20%） 
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席した場合は、単位を認

めない。 

薬学基礎実習Ⅰ レポート（50%）、実験中の

観察記録（20%）、発表のプ

ロダクトおよび観察記録

（30%） 

本科目は参加型の学習で

あり、出席を前提とした

教育方略・評価を行う。従

って、正当な理由なく欠

席した場合は、単位を認

めない。 

レポート（50%） 

実験中の観察記録（20%） 

発表のプロダクトおよび

観察記録（30%） 

薬学入門Ⅱ プロダクト評価（40%）、発

表時の観察記録（30％）、

グループワークの観察記

録（30％、教員による評価

とピア評価を含む） 

本科目は参加型の学習で

あり、出席を前提とした

教育方略・評価を行う。従

って、正当な理由なく欠

席した場合は、単位を認

めない。 

プロダクト評価（40%） 

発表時の観察記録（30％） 

グループワークの観察記

録（30％、教員による評価

とピア評価を含む） 

薬学入門Ⅱ（早期体験

学習Ⅱ） 

観察記録（40%）、レポート

（40%）、プロダクト（20%） 

本科目は参加型の学習で

あり、出席を前提とした

教育方略・評価を行う。従

って、正当な理由なく欠

席した場合は、単位を認

めない。 

観察記録（40%） 

レポート（40%） 

プロダクト（20%） 

物理化学Ⅰ 期末試験 100% 

期末試験（多肢選択・正誤

判定・穴埋め・論述試験）

100 点満点中 60 点以上で

単位取得。 

期末試験（100%） 
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授業への出席が 2/3 未満

の場合、期末試験受験資

格を与えない。 

物理化学演習Ⅰ 評価は期末試験（100％）

で行う。 

演習終了後に課題を出

し、レポートとして提出

してもらう。すべてのレ

ポートの提出が単位獲得

の必須条件となる。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

レポート（20%） 

期末試験（80%） 

有機薬化学Ⅰ 期末試験（論述試験）100% 期末試験（100%） 

有機薬化学演習 授業中に行う個人演習

（客観試験）20% 

授業中に行うチーム演習

（客観試験、論述試験）

30% 

演習時の観察記録（教員

による観察およびピア評

価）20% 

期末試験（客観試験、論述

試験）30% 

授業中に行う個人演習

（20%） 

授業中に行うチーム演習

（30%） 

演習時の観察記録（教員

による観察およびピア評

価）（20%） 

期末試験（30%） 

機能形態学 I １．講義ごとに実施する

小テスト（３０％） 

２．講義内容全体を対象

とする期末試験（６０％） 

３．課題に対するレポー

ト（自由回答）（１０％） 

基本知識の習得は１，２

のテストでおもに評価す

る。加えて、本科目が取り

扱う範囲で、臓器構造に

裏付けられた機能性を考

えさせるレポートの提出

１．講義ごとに実施する

小テスト（30％） 

２．講義内容全体を対象

とする期末試験（60％） 

３．課題に対するレポー

ト（自由回答）（10％） 

基本知識の習得は１，２

のテストでおもに評価す

る。加えて、本科目が取り

扱う範囲で、臓器構造に

裏付けられた機能性を考

えさせるレポートの提出
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をもとめ、解剖学の疑問、

矛盾、課題を自分で調査

し、考察する能力を養う。

合計６０点以上を合格と

判定する。 

をもとめ、解剖学の疑問、

矛盾、課題を自分で調査

し、考察する能力を養う。 

生理学 I １．講義ごとに実施する

小テスト（３０％） 

２．講義内容全体を対象

とする定期テスト（６

０％） 

３．課題に対するレポー

ト（自由回答）（１０％） 

基本知識の習得は１，２

のテストでおもに評価す

る。加えて、本科目が取り

扱う範囲で、未知の生理

現象を題材にしたレポー

トの提出をもとめ、生理

学の疑問、矛盾、課題を自

分で調査し、考察する能

力を養う。合計６０点以

上を合格と判定する。 

１．講義ごとに実施する

小テスト（30％） 

２．講義内容全体を対象

とする期末試験（60％） 

３．課題に対するレポー

ト（自由回答）（10％） 

基本知識の習得は１，２

のテストでおもに評価す

る。加えて、本科目が取り

扱う範囲で、未知の生理

現象を題材にしたレポー

トの提出をもとめ、解剖

学の疑問、矛盾、課題を自

分で調査し、考察する能

力を養う。 

生命科学Ⅰ 期末試験（客観試験・記述

試験）100% 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

 

単位修得基準 

期末試験、100点満点中 60

点以上で単位修得とす

る。 

期末試験 60点未満の学生

に対し、再試験を行うこ

とがある。但し、期末試験

30 点未満の場合，再試験

期末試験（100%） 
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受験資格を与えない。 

生命科学Ⅱ 期末試験（客観試験・記述

試験）100% 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

 

単位修得基準 

期末試験、100点満点中 60

点以上で単位修得とす

る。 

期末試験 60点未満の学生

に対し、再試験を行うこ

とがある。但し、期末試験

30 点未満の場合，再試験

受験資格を与えない。 

期末試験（100%） 

社会薬学Ⅰ 期末までに授業担当者が

行う。 

中間試験（50％）と期末試

験（50％） 

授業への出席が 3/4 未満

の場合，単位を与えない。 

 

単位修得基準 

中間試験と期末試験合わ

せて 60％以上で単位修得

とする。 

中間試験（50％） 

期末試験（50％） 

薬学基礎実習Ⅱ レポート（50%）、実験中の

観察記録（20%）、発表のプ

ロダクトおよび観察記録

（30%） 

本科目は参加型の学習で

あり、出席を前提とした

教育方略・評価を行う。従

って、正当な理由なく欠

席した場合は、単位を認

レポート（50%） 

実験中の観察記録（20%） 

発表のプロダクトおよび

観察記録（30%） 
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めない。 

物理化学Ⅱ 期末試験 論述 100％ 期末試験（100%） 

物理化学演習Ⅱ 授業中に行う個人演習 

８０％ 

演習時の観察記録（教員

によるピア評価）２０％ 

授業中に行う個人演習

（80%） 

演習時の観察記録（教員

によるピア評価）（20%） 

放射化学 定期試験 論述 100％ 期末試験（100%） 

有機薬化学Ⅱ 期末試験 100% 期末試験（100%） 

天然物化学・生薬学Ⅰ 期末試験（論述試験）100% 期末試験（100%） 

機能形態学 II １．講義ごとに実施する

小テスト（３０％） 

２．講義内容全体を対象

とする期末試験（６０％） 

３．課題に対するレポー

ト（自由回答）（１０％） 

基本知識の習得は１，２

のテストでおもに評価す

る。加えて、本科目が取り

扱う範囲で、臓器構造に

裏付けられた機能性を考

えさせるレポートの提出

をもとめ、解剖学の疑問、

矛盾、課題を自分で調査

し、考察する能力を養う。

合計６０点以上を合格と

判定する。 

１．講義ごとに実施する

小テスト（30％） 

２．講義内容全体を対象

とする期末試験（60％） 

３．課題に対するレポー

ト（自由回答）（10％） 

基本知識の習得は１，２

のテストでおもに評価す

る。加えて、本科目が取り

扱う範囲で、臓器構造に

裏付けられた機能性を考

えさせるレポートの提出

をもとめ、解剖学の疑問、

矛盾、課題を自分で調査

し、考察する能力を養う。 

生理学Ⅱ １．講義ごとに実施する

小テスト（３０％） 

２．講義内容全体を対象

とする期末試験（６０％） 

３．課題に対するレポー

ト（自由回答）（１０％） 

基本知識の習得は１，２

のテストでおもに評価す

る。加えて、本科目が取り

扱う範囲で、未知の生理

１．講義ごとに実施する

小テスト（30％） 

２．講義内容全体を対象

とする期末試験（60％） 

３．課題に対するレポー

ト（自由回答）（10％） 

基本知識の習得は１，２

のテストでおもに評価す

る。加えて、本科目が取り

扱う範囲で、未知の生理
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現象を題材にしたレポー

トの提出をもとめ、生理

学の疑問、矛盾、課題を自

分で調査し、考察する能

力を養う。合計６０点以

上を合格と判定する。 

現象を題材にしたレポー

トの提出をもとめ、解剖

学の疑問、矛盾、課題を自

分で調査し、考察する能

力を養う。 

生命科学Ⅲ 期末試験（客観試験・記述

試験）100% 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

 

単位修得基準 

期末試験、100点満点中 60

点以上で単位修得とす

る。 

期末試験 60点未満の学生

に対し、再試験を行うこ

とがある。但し、期末試験

30 点未満の場合，再試験

受験資格を与えない。 

期末試験（100%） 

生命科学演習 期末試験（客観試験・記述

試験）55% 

授業中に行うチーム演習

（客観試験、記述試験）

45% 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

 

単位修得基準 

期末試験、授業中に行う

チーム演習の合計 100 点

満点中 60点以上で単位修

得とする。 

上記試験 60点未満の学生

期末試験（55%） 

授業中に行うチーム演習

（45%） 
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に対し、再試験を行うこ

とがある。但し、期末試験

の 30%未満の場合，再試験

受験資格を与えない。 

分子生物学 期末試験（論述試験）100

点。評価は期末までに授

業担当者が行う。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

期末試験（100%） 

地域医療薬学Ⅰ 授業への参加態度 50％、

課題レポート 30％、グル

ープ発表 20％により評価

する。 

授業への参加態度は、討

議への参加の程度や意見

の斬新さ、説得力により

評価する。 

ミニレポートは、課題に

対する理解度、論理性に

より評価する。グループ

発表は、地域医療につい

て、薬剤師としてどのよ

うにかかわるのかについ

て論述できることが問わ

れる。 

授業への出席が 2/3 未満

である場合は、単位を与

えない。 

総評価の 60％以上で合格

とする。 

授業への参加態度（50％） 

レポート（30％） 

グループ発表（20％） 

授業への参加態度は、討

議への参加の程度や意見

の斬新さ、説得力により

評価する。 

レポートは、課題に対す

る理解度、論理性により

評価する。グループ発表

は、地域医療について、薬

剤師としてどのようにか

かわるのかについて論述

できることが問われる。 

地域医療薬学Ⅱ 授業への参加態度 50％、

課題レポート 30％、グル

ープ発表 20％により評価

する。 

授業への参加態度は、討

授業への参加態度（50％） 

レポート（30％） 

グループ発表（20％） 

授業への参加態度は、討

議への参加の程度や意見
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議への参加の程度や意見

の斬新さ、説得力により

評価する。 

ミニレポートは、課題に

対する理解度、論理性に

より評価する。グループ

発表は、地域医療につい

て、薬剤師としてどのよ

うにかかわるのかについ

て論述できることが問わ

れる。 

授業への出席が 2/3 未満

である場合は、単位を与

えない。 

総評価の 60％以上で合格

とする。 

の斬新さ、説得力により

評価する。 

レポートは、課題に対す

る理解度、論理性により

評価する。グループ発表

は、地域医療について、薬

剤師としてどのようにか

かわるのかについて論述

できることが問われる。 

社会薬学Ⅱ 期末までに授業担当者が

行う。 

小テスト（20％）、中間プ

レゼンのプロダクト・発

表（40％）、まとめプレゼ

ンのプロダクト、発表

（40％） 

授業への出席が 3/4 未満

の場合，単位を与えない。 

 

単位修得基準 

小テストと発表ともに

60％以上で単位修得とす

る。 

小テスト（20％） 

中間プレゼンのプロダク

ト・発表（40％） 

まとめプレゼンのプロダ

クト、発表（40％） 

社会薬学演習Ⅰ 期末までに授業担当者が

行う。 

プ ロ ダ ク ト と 発 表

（80％），同僚評価（20％） 

授業への出席が 3/4 未満

の場合，単位を与えない。 

プロダクトと発表（80％） 

同僚評価（20％） 
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単位修得基準 

プロダクトと発表，同僚

評価ともに 60％以上で単

位修得とする。 

専門実習（物理・化学

系） 

レポート（50%）、実験中の

観察記録（20%）、発表のプ

ロダクトおよび観察記録

（30%） 

本科目は参加型の学習で

あり、出席を前提とした

教育方略・評価を行う。従

って、正当な理由なく欠

席した場合は、単位を認

めない。 

レポート（50%） 

実験中の観察記録（20%） 

発表のプロダクトおよび

観察記録 (30%） 

機器分析化学 授業中に行う個人演習 

３０％ 

授業中に行う個人演習 

２０％ 

演習時の観察記録（教員

によるピア評価）２０％ 

期末試験（論述）３０％ 

授業中に行う個人演習

（50%） 

演習時の観察記録（教員

によるピア評価）（20%） 

期末試験（30%） 

医薬品化学Ⅰ 期末試験 100% 期末試験（100%） 

有機薬化学Ⅲ 期末試験 100% 期末試験（100%） 

天然物化学・生薬学Ⅱ 期末試験（論述試験）100% 期末試験（100%） 

毒性学 中間試験と期末試験にて

評価。 

授業への欠席が、4回以上

で、定期試験受験資格を

与えない。 

中間試験と期末試験の合

計が 60％以上で単位修得

とする。 

中間試験（40%） 

期末試験（60%） 

感染防御学 I 期末試験（論述試験）100

点。評価は期末までに授

業担当者が行う。 

期末試験（100％） 
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授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

感染防御学Ⅱ 期末試験（論述試験）100

点。評価は期末までに授

業担当者が行う。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

期末試験（100%） 

免疫学Ⅰ 期末試験（70％）と授業中

に 提 出 す る レ ポ ー ト

（30％）により評価する。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

期末試験（70％） 

授業中に提出するレポー

ト（30％） 

病態生理学Ⅰ 期末試験（70％）と授業中

に 提 出 す る レ ポ ー ト

（30％）により評価する。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

期末試験（70％） 

授業中に提出するレポー

ト（30％） 

薬理学Ⅰ 授業中に実施する小テス

ト 30％および期末試験

70％。総評価の 60%以上で

合格。 

授業中に実施する小テス

ト（30％） 

期末試験（70％） 

薬理学演習Ⅰ レポート 20% 

プレゼンテーション時に

行う個人・チーム演習得

点（客観試験）20% 

演習時の観察記録（教員

による観察評価）20％ 

期末試験 40％ 

総評価の 60%以上で合格 

2 件のレポートを提出し

ない場合は単位を認めな

い 

レポート（20%） 

個人・チーム演習得点

（20%） 

演習時の観察記録（教員

による観察評価）（20％） 

期末試験（40％） 
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薬物治療学Ⅰ 一連の講義終了後に、期

末試験を行い、60%以上の

正解で合格とする。 

期末試験（100%） 

専門実習（生物系） レポート（50%）、実験中の

観察記録（20%）、発表のプ

ロダクトおよび観察記録

（30%） 

本科目は参加型の学習で

あり、出席を前提とした

教育方略・評価を行う。従

って、正当な理由なく欠

席した場合は、単位を認

めない。 

レポート（50%） 

実験中の観察記録（20%） 

発表のプロダクトおよび

観察記録（30%） 

医薬品化学Ⅱ 本科目で習得する能力

は、医薬品の挙動につい

て構造式を使って原子レ

ベルで語ることを可能に

します。これは、化学に精

通する薬剤師が発揮でき

る大きな強みになりま

す。 

期末試験（100%） 

衛生化学 I 中間試験と期末試験にて

評価。 

授業への欠席が、4回以上

で、定期試験受験資格を

与えない。 

中間試験と期末試験の合

計が 60％以上で単位修得

とする。 

中間試験（40%） 

期末試験（60%） 

感染防御学Ⅲ 期末試験（論述試験）100

点。評価は期末までに授

業担当者が行う。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

期末試験（100%） 

免疫学Ⅱ 期末試験（70％）と授業中 期末試験（70％） 
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に 提 出 す る レ ポ ー ト

（30％）により評価する。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

授業中に提出するレポー

ト（30％） 

病態生理学Ⅱ 期末試験（70％）と授業中

に 提 出 す る レ ポ ー ト

（30％）により評価する。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

期末試験（70％） 

授業中に提出するレポー

ト（30％） 

薬物治療学Ⅱ 一連の講義終了後に、期

末試験を行い、60%以上の

正解で合格とする。 

期末試験（100%） 

薬理学Ⅱ 授業中に実施する小テス

ト 30％および期末試験

70％。総評価の 60%以上で

合格。 

授業中に実施する小テス

ト（30％） 

期末試験（70％） 

薬理学演習Ⅱ プレゼンテーション時に

行う個人・チーム演習得

点（客観試験）40% 

演習時の観察記録（教員

による観察評価）20％ 

期末試験 40％ 

総評価の 60%以上で合格 

個人・チーム演習得点

（40%） 

演習時の観察記録（教員

による観察評価）（20％） 

期末試験（40％） 

がん・化学療法学 中間試験 30点および期末

試験 70点の計 100点。評

価は期末までに授業担当

者が行う。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，定期試験受験資

格を与えない。 

 

単位修得基準 

中間試験，期末試験を合

わせた 100点満点中 60点

中間試験（30%） 

期末試験（70%） 
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以上で単位修得とする。 

製剤学Ⅰ 期末試験 100% 

期末試験（多肢選択・正誤

判定・穴埋め・論述試験）

100 点満点中 60 点以上で

単位取得。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

期末試験（100%） 

 

 

医療倫理 ・第 1回〜第 10回までの

講義後に毎回実施する小

テスト：10% 

・第 11 回に行う中間試

験：20% 

・第 12 回〜第 15 回での

グループディスカッショ

ン中の活動内容・態度と

発表：30% 

・期末試験：40% 

 

前提条件 

・授業への出席が 3/4 未

満の場合，単位を与えな

い。 

 

単位修得基準 

・総評価の 60%以上で合格

とする。 

小テスト（10%） 

中間試験（20%） 

グループディスカッショ

ン内の活動内容や態度

（30%） 

期末試験（40%） 

薬物動態学 I 評価は、期末試験（配分

100点）で行う。期末まで

に授業担当者が評価は行

う。なお、授業への出席が

2/3未満の場合，期末試験

受験資格を与えない。単

位修得基準は、期末試験

100 点満点中 60 点以上で

期末試験（100%） 
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単位習得とする。 

臨床薬学概論 レポート（100%）による合

否判定。 

本科目は，臨床実習に臨

む医療人，社会人の姿勢

を考慮した授業，同僚と

の連携を必要とするグル

ープディスカッションを

行うことから，正当な理

由なく欠席した場合は単

位を認めない。 

レポート（100%） 

専門実習（医療系） レポート（50%）、実験中の

観察記録（20%）、発表のプ

ロダクトおよび観察記録

（30%） 

本科目は参加型の学習で

あり、出席を前提とした

教育方略・評価を行う。従

って、正当な理由なく欠

席した場合は、単位を認

めない。 

レポート（50%） 

実験中の観察記録（20%） 

発表のプロダクトおよび

観察記録（30%） 

特別実習（入門） レポート（100%）による合

否判定。 

本科目は，特別実習に取

り組むにあたり，各研究

室における研究領域，薬

学研究のあり方を学び，

特別実習を取り組む研究

領域，テーマの決定につ

ながるものであることか

ら，正当な理由なく欠席

した場合は単位ならびに

研究室配属を認めない。 

レポート（100%） 

衛生化学Ⅱ 中間試験と期末試験にて

評価。 

授業への欠席が、4回以上

中間試験（40%） 

期末試験（60%） 
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で、定期試験受験資格を

与えない。 

中間試験と期末試験の合

計が 60％以上で単位修得

とする。 

衛生化学Ⅲ 評価は、期末試験 100点満

点で行う。試験では、TBL

でのテーマ別グループ討

議でディスカッションし

た内容も含む。期末まで

に授業担当者が評価は行

う。なお、授業への出席が

2/3未満の場合，期末試験

受験資格を与えない。単

位修得基準は、期末試験

100 点満点中 60 点以上で

単位修得とする。 

期末試験（100%） 

試験では、TBLでのテーマ

別グループ討議でディス

カッションした内容も含

む。 

衛生化学演習 評価は、期末試験 100点満

点で行う。試験では、TBL

でのテーマ別グループ討

議でディスカッションし

た内容も含む。期末まで

に授業担当者が評価は行

う。なお、授業への出席が

2/3未満の場合，期末試験

受験資格を与えない。単

位修得基準は、期末試験

100 点満点中 60 点以上で

単位修得とする。 

期末試験（100%） 

試験では、TBLでのテーマ

別グループ討議でディス

カッションした内容も含

む。 

薬物動態学Ⅱ 評価は、期末試験（配分

100点）で行う。期末まで

に授業担当者が評価は行

う。なお、授業への出席が

2/3未満の場合，期末試験

受験資格を与えない。単

位修得基準は、期末試験

期末試験（100%） 
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100 点満点中 60 点以上で

単位修得とする。 

病態生理学Ⅲ 期末試験（70％）と授業中

に 提 出 す る レ ポ ー ト

（30％）により評価する。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

期末試験（70％） 

授業中に提出するレポー

ト（30％） 

薬物治療学Ⅲ 一連の講義終了後に、期

末試験を行い、60%以上の

正解で合格とする。 

期末試験（100%） 

製剤学Ⅱ 期末試験 100% 

期末試験（多肢選択・正誤

判定・穴埋め・論述試験）

100 点満点中 60 点以上で

単位取得。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

期末試験（100%） 

薬理学Ⅲ 授業中に実施する小テス

ト 30％および期末試験

70％。総評価の 60%以上で

合格。 

授業中に実施する小テス

ト（30％） 

期末試験（70％） 

薬理学演習Ⅲ プレゼンテーション時に

行う個人・チーム演習得

点（客観試験）40% 

演習時の観察記録（教員

による観察評価）20％ 

期末試験 40％ 

総評価の 60%以上で合格 

個人・チーム演習得点

（40%） 

演習時の観察記録（教員

による観察評価）（20％） 

期末試験（40％） 

裁判化学 期末試験（60％）、TBL の

際の観察記録（10％）とレ

ポート（30％）により評価

する。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合、期末試験受験資

期末試験（60％） 

TBL の 際 の 観 察 記 録

（10％） 

レポート（30％） 
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格を与えない。 

社会薬学Ⅲ 期末試験（100点） 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

 

単位修得基準 

期末試験 100 点満点中 60

点以上で単位修得とす

る。 

期末試験（100%） 

医薬品情報学 中間試験 40点、期末試験

60点 

中間試験（40%） 

期末試験（60%） 

医薬品情報学演習 毎回の課題に関するレポ

ート点 70点 

グループ発表 30点 

レポート（70%） 

グループ発表（30%） 

災害薬学 期末試験（50%）、演習中の

観 察 記 録 ・ レ ポ ー ト

（20%）、訓練のプロダク

トおよび観察記録（30%） 

本科目は参加型の学習で

あり、出席を前提とした

教育方略・評価を行う。従

って、正当な理由なく欠

席した場合は、単位を認

めない。 

期末試験（50%） 

演習中の観察記録・レポ

ート（20%） 

訓練のプロダクト（30%） 

薬物治療学演習 期末試験の結果に基づ

き、総合的に 60%以上の評

価で合格とする。 

期末試験（100%） 

医療安全学Ⅰ 授業への参加態度 50％、

課題レポート 20％、期末

試験 30％により評価す

る。 

授業への参加態度は、討

議への参加の程度や意見

の斬新さ、説得力により

評価する。 

授業への参加態度（50％） 

レポート（20％） 

期末試験（30％） 

授業への参加態度は、討

議への参加の程度や意見

の斬新さ、説得力により

評価する。 

レポートは、課題に対す
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課題レポートは、課題に

対する理解度、論理性に

より評価する。期末試験

は、医療安全について、薬

剤師としてどのようにか

かわるのかについて論述

できることが問われる。 

授業への出席が 2/3 未満

である場合は、単位を与

えない。 

総評価の 60％以上で合格

とする。 

る理解度、論理性により

評価する。期末試験は、医

療安全について、薬剤師

としてどのようにかかわ

るのかについて論述でき

ることが問われる。 

社会薬学Ⅳ 授業への参加態度 50％、

課題レポート 30％、グル

ープ発表 20％により評価

する。 

授業への参加態度は、討

議への参加の程度や意見

の斬新さ、説得力により

評価する。 

ミニレポートは、課題に

対する理解度、論理性に

より評価する。グループ

発表は、地域医療につい

て、薬剤師としてどのよ

うにかかわるのかについ

て論述できることが問わ

れる。 

授業への出席が 2/3 未満

である場合は、単位を与

えない。 

総評価の 60％以上で合格

とする。 

授業への参加態度（50％） 

レポート（30％） 

グループ発表（20％） 

授業への参加態度は、討

議への参加の程度や意見

の斬新さ、説得力により

評価する。 

レポートは、課題に対す

る理解度、論理性により

評価する。グループ発表

は、地域医療について、薬

剤師としてどのようにか

かわるのかについて論述

できることが問われる。 

社会薬学Ⅴ 授業への参加態度 50％、

課題レポート 30％、グル

ープ発表 20％により評価

授業への参加態度（50％） 

レポート（30％） 

グループ発表（20％） 
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する。 

授業への参加態度は、討

議への参加の程度や意見

の斬新さ、説得力により

評価する。 

ミニレポートは、課題に

対する理解度、論理性に

より評価する。グループ

発表は、地域医療につい

て、薬剤師としてどのよ

うにかかわるのかについ

て論述できることが問わ

れる。 

授業への出席が 2/3 未満

である場合は、単位を与

えない。 

総評価の 60％以上で合格

とする。 

授業への参加態度は、討

議への参加の程度や意見

の斬新さ、説得力により

評価する。 

レポートは、課題に対す

る理解度、論理性により

評価する。グループ発表

は、地域医療について、薬

剤師としてどのようにか

かわるのかについて論述

できることが問われる。 

臨床感染制御学 期末試験（100点） 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

 

単位修得基準 

期末試験 100 点満点中 60

点以上で単位修得とす

る。 

期末試験（100%） 

臨床コミュニケーシ

ョン 

期末試験（100点） 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

 

単位修得基準 

期末試験 100 点満点中 60

点以上で単位修得とす

る。 

期末試験（100%） 
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臨床薬剤学Ⅰ 期末試験（100点） 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

 

単位修得基準 

期末試験 100 点満点中 60

点以上で単位修得とす

る。 

期末試験（100%） 

臨床薬剤学Ⅱ 期末試験（100点） 

授業への出席が 2/3 未満

の場合，期末試験受験資

格を与えない。 

 

単位修得基準 

期末試験 100 点満点中 60

点以上で単位修得とす

る。 

期末試験（100%） 

医薬品安全性学 期末試験 100点 期末試験（100%） 

医療統計解析学 期末試験（100％） 期末試験（100%） 

医療統計解析学演習 毎回の課題に関する結果

80点 

グループ発表 20点 

課題レポート（80%） 

グループ発表（20%） 

医薬品開発学 小テスト合計 20%および

期末試験 80%の計 100点で

評価する。評価は期末ま

でに授業担当者が行う。

総評価の 60%以上で合格

とする授業への出席が

2/3未満の場合，期末試験

受験資格を与えない。 

小テスト（20%） 

期末試験（80%） 

事前学習Ⅰ レポート（100%）による合

否判定。 

本科目は臨床実習に臨む

医療人，社会人の姿勢を

考慮した授業であること

レポート（100%） 
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から，正当な理由なく欠

席した場合は単位を認め

ない。 

病院・薬局薬学 ・第 1回〜第 12回までの

講義後に毎回実施する小

テスト：30% 

・第 13 回〜第 15 回での

グループディスカッショ

ン中の活動内容・態度と

発表：30% 

・定期試験：40% 

 

前提条件 

・授業への出席が 3/4 未

満の場合，単位を与えな

い。 

 

単位修得基準 

・総評価の 60%以上で合格

とする。 

小テスト（30%） 

グループディスカッショ

ン内での活動内容や態度

（30%） 

期末試験（40%） 

医療安全学Ⅱ 期末試験（60％）、TBL の

際の観察記録（10％）とレ

ポート（30％）により評価

する。 

授業への出席が 2/3 未満

の場合、期末試験受験資

格を与えない。 

期末試験（60％） 

TBL の 際 の 観 察 記 録

（10％） 

レポート（30％） 

臨床医学 確認テスト合計 30%およ

びレポート 70%で評価す

る。評価は期末までに授

業担当者が行う。総評価

の 60%以上で合格とする。

なお、12 回以上の授業へ

の出席と対応するレポー

ト等の提出が単位獲得の

必須条件である。 

小テスト（30%） 

レポート（70%） 
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臨床薬学演習 観察記録（50%）、発表のプ

ロダクト・レポート（50%） 

本科目は参加型の学習で

あり、出席を前提とした

教育方略・評価を行う。従

って、正当な理由なく欠

席した場合は、単位を認

めない。 

観察記録（50%） 

レポート（50%） 

薬学特別演習 期末試験（50%）、レポート

（50%） 

期末試験（50%） 

レポート（50%） 

特別実習Ⅱ 卒業研究発表会における

発表内容に関して、全薬

学部教員により定量的評

価（25％）、指導教員によ

る 総 研 究 時 間 の 確 認

（25％）、指導教員と学生

が配属されていない講座

教員による卒業論文の評

価（50％）で合否を判定す

る。 

卒業研究発表会における

発表内容（50％）※全薬学

部教員により定量的評価 

卒業論文の評価（50％）※

指導教員と学生が配属さ

れていない講座教員によ

る評価 
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（是正事項）薬学部 薬学科 

 

（対応） 

シラバスに記載している評価時期・評価方法・評価基準について、「評価の時

期・方法・基準」という項目を設けて記載していたが、科目ごとに記載内容が異

なっていたことから、審査意見を受けて、全科目において、新たに「評価時期」、

「評価方法」、「評価基準」の項目を個別に設け、明確化し、記載項目の統一を行

った。 

 

（新旧対照表）シラバス 

旧 新 

（略） 

参考書 

○○○○○○ 

 

評価の時期・方法・基準 

○○○○○○ 

 

学生へのメッセージ 

○○○○○○・・・・・ 

（略） 

 

（略） 

参考書 

○○○○○○ 

 

評価時期 

○○○○○○ 

 

評価方法 

○○○○○○ 

 

評価基準 

○○○○○○ 

 

学生へのメッセージ 

○○○○○○・・・・・ 

（略） 

 

３．授業科目の評価方法について、以下の点が不明確であることから、明確に

説明するとともに、必要に応じて適切に改めること。 

（３）シラバスの評価時期・評価方法・評価基準の記載項目が科目ごとに異な

っており、整合性を欠くことから、記載項目を統一すること。 
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